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学位論文要旨
７０年代以降，わが国では行政によるスポーツ教室や行事を契機としてクラブを育成する，いわゆる
｢三鷹方式」の定着により，小規模単一種目型の地域スポーツクラブ（以下「クラブ」とする）が急
増した。こうしたクラブの増加は，スポーツ人口の拡大に大きく貢献したが，最近ではクラブ加入率
の低位固定化，過度の依存体質，施設利用の非効率，集団の閉鎖性といった問題の表面化に伴い，そ
の限界が指摘されている。
９０年代に入ってから，クラブをめぐって新たな動きがみられるようになっている。それは，従来の
小規模単一種目型クラブに代わる，住民スポーツ組織ないしスポーツ経営体としてのクラブの育成と
して特徴づけられる。この動きは，スポーツ・サービスの供給をめぐる公民協働システムの構築，ス
ポーツ享受の質的向上という課題を背景にしたものであるが，こうした新しいタイプのクラブづくり
を進めるには，自主運営，自己充足的な集団からの脱皮，地域との密接な結びつきがいっそう求めら
れることになる。これまで，地域スポーツクラブを対象とする研究では，主にスポーツ集団の形成と
その連合化，あるいはそうしたクラブのマネジメントに関する問題が取り上げられてきた。しかし，
住民スポーツ組織としてのクラブの育成支援あるいは組織化のプロセスについては，ほとんど検討さ
れていない。
本論文では，スポーツ行政による新しいクラブの育成に焦点を合わせ，地域スポーツクラブの組織
化における有効なプロセス・マネジメントの方策を検討壜する。クラブの組織化過程を社会運動論の視
点から再構成し，このようなプロセスをふまえたマネジメントのあり方を示すことが本論文の研究課
題である。以下，本論文の構成および各章の概要について述べる。
本論文は３部構成であり，序論と結論を含めて全８章からなる。
序論である第１章では，研究の目的，方法，基本的な研究視座について述べた。
第１部（第２章および第３章）のねらいは〆新しいタイプのクラブとして注目されている「総合型
地域スポーツクラブ（以下「総合型クラブ」とする)」の必要性とクラブ育成の問題点に関する包括
的なレビューを通じて，本論文の位置づけをより明確にすることであった。
第２章では，総合型クラブの現代的意義と必要性を検討した。ここでは，生涯スポーツの理念およ
びクラブ概念の検討を通じて，生涯にわたる時間的，空間的な統合を志向したスポーツ活動の重要性
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ならびに共通目的，社交性，自発性，自前主義，規範性といった要件を具備するクラブの意義につい
て述べた。ついで，わが国のスポーツおよびクラブの現状について考察し，クラブの問題がスポーツ
活動をめぐる時間，空間などの分化あるいは専門化の問題として把握されることを確認した。このよ
うな問題を指摘したのち，時間，空間，種目，年齢，目的などが有機的に統合された総合型クラブの
もつ現代的意義と必要性に言及した。
第３章では，スポーツ行政によるクラブ育成の特徴と問題点について検討した。まず，戦後のスポー
ツ行政によるクラブ育成施策の変遷をたどり，クラブ育成が一貫してスポーツ振興において重要な位
置を占めてきたことを確認した。ついで教育行政の制度および条件整備の内容と方法の側面から，ク
ラブ育成をめぐる問題に言及した。これらの検討を通じて，住民と行政の新たな関係構築およびクラ
ブづくりに関するプログラムの柔軟な運用という課題を提起し，いずれの場合も住民と直接接触する
行政職員が重要な鍵を握ることを確認した。
第２部（第４章および第５章）では，第３部の実証研究の枠組となるクラブの組織化過程モデルの
提示と運動促進要因としての行政職員の行動に関する理論的な検討を行った。
第４章では，わが国の代表的な住民主導型クラブの事例分析を通じて，社会運動論の運動過程図式
に依拠したクラブの組織化過程モデルを提示した。このモデルは，
（１）地域特性とスポーツ環境
（２）身近なスポーツ環境に対する認識
（３）問題意識の共有
（４）スポーツ環境変革意図の成立
（５）クラブ組織の形成
（６）社会過程と事業の展開
（７）地域住民の受容（転化）
という７つの局面から構成されるものであった。またここでは，各局面の継起を促す，意図的な運動
促進要因としての行政職員の役割が示唆された。
第５章では，クラブ組織化の促進要因としてのスポーツ行政職員の行動に関する理論的な検討を行っ
た。社会教育職員論，管理者行動論等のレビューを通じて，職員行動の仮説次元を探索し，これまで
のマネジメントの考え方では充分に捉えられていない，主体的活動の促進に関わる行動次元がいくつ
か指摘された。
第３部（第６章および第７章）のねらいは，ここまでの議論に基づいて，クラブ組織化における職
員行動の効果を実証的に明らかにすることであった。
第６章では，第５章までの議論をふまえた調査デザインと調査票開発への視点について述べたのち
に，分析枠組および職員行動，組織化過程，状況特性（タスク特性，組織活性化)，成果変数（組織
有効性，心理的成果）といった変数群の内容をそれぞれ説明した。職員行動については，ネットワー
ク創出，ネットワーク活用，革新的実行，実行による育成，問題発見促進，場づくり，配慮，信頼蓄
積，達成強調，緊張醸成，アジェンダ提示，モデリング促進，方針伝達という13次元が仮説された。
ついで分析の指針となる３つの基本仮説を定式化した。それは，(1)クラブの組織化過程における職員
行動の各次元の遂行が，次局面への移行を促進する（促進要因仮説)，(2)組織化過程における運動性
の水準が，その組織のタスク特性や組織活性化の程度を規定する（状況創出仮説)，(3)住民による事
業運営が成果に与える効果は，その行動と職員行動及び状況特性が適合している程度に依存する（適
合一成果仮説）という仮説であった。いずれの仮説も，住民による自生的な秩序を念頭におきつつ，
効果的な職員行動を探求するという方針のもとに提出されたものであった。
第７章では，総合型クラブの運営メンバーを対象とするサーベイのデータから，職員行動の次元構
成の検討と仮説検証が行われた。まず前者については，因子分析法の適用によって，調整，支持拡大，
討議設定，討・議活性化信頼関係，配慮，達成強調，情報提供の８次元を確認した。後者については，
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まず確定された職員行動次元によって基本仮説を再定式化したのちに，仮説検証を行った。その結果，
仮説(1)については，クラブの組織化過程モデルにおける(2)～(4)の局面および成果に対する職員行動の
効果，仮説(2)については，クラブの行政依存性や組織活性化に対壜する組織化過程の影響，仮説(3)につ
いては，組織有効性に対する職員行動の効果，職員行動と運営メンバーの心理的成果の関係における
行政依存性のモデレータ効果などを指摘した。これらの結果は，クラブの組織化過程の局面によって
職員行動の効果が異なること，組織化過程がクラブの状況特性を規定していること，さらに成果に対
する有効な職員行動が行政依存性の程度によって異なることを示唆するものであった。
本論文で示された諸結果は，今後の地域スポーツクラブ育成に重要な基礎資料を提供するものと思
われる。
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学位論文審査結果の要旨
現在，我が国では新たな社会状況を視野に入れた地域スポーツ環境の変革が始動しつつあり，中で
もスポーツサービスの供給をめぐる公民協働システムの構築は焦眉の課題となっている。本論文は，
そうした現実をふまえ，社会運動論の立場から地域スポーツクラブ（住民スポーツ組織としてのクラ
ブ）の組織化プロセスとその特色を明らかにするとともに，運動のマネジメントという独創的な視座
に立ち，組織化プロセスにおけるマネジメントの具体的。実践的な方略を提示することを試みた研究
である。この論文の特筆すべき成果と意義は，次の四点である。
第一は，我が国では数少ない住民主導型クラブ組織事例をもとに，社会運動論の運動過程図式に依
拠しながら，クラブ組織の形式過程モデルを定式化したことである。ここでの事例分析においては，
クラブ組織化をたんなる組織形態の整備という意味としてではなく，地域社会の構造的要因，住民の
心理的要因，各種資源要因といった複数のファクターが段階的に影響する運動過程として説明した。
また，社会運動論の適用可能性を実証するにとどまらず，一般的な社会運動とは異なる「スポーツ」
独自の特徴を運動過程の中に見出している。それは，次の３点である。
１）構造的緊張の局面において，「不満」という剥奪概念のみでは説明しきれず，さし迫った危機
的状況だけが運動の契機ではない点である。「過去と現在」「他者と自分」という価値比較ではな
く「未来と現在」の認識のズレが心理的エネルギーを動員する。このことは，ビジョンをいかに
描き共有するかにかかわる住民の力量形成の問題を提起することになる。
２）運動の契機となる問題の判定主体（主導集団）が必ずしもスポーツに強くコミットした個人あ
るいは団体であるとは限らないこと，そして他の生活課題の認識過程においてスポーツ問題が浮
上してきていることである。よって，クラブ組織化の運動は，地域の様々な住民集団によって担
われうる可能性を示唆する。
３）運動の目的達成が事業を通じてなされるために運動組織は経営体としての性格と機能を兼備し
なければならないことである。組織化過程の直中で，事業経営力の獲得をいかに遂げるかがクラ
ブ組織成立後の自主運営体制を規定することになる。
第二に，三年間にわたるフィールド調査を通じて得られた行政主導型スポーツクラブの組織化事例
を，先に示した住民主導型クラブと比較させ，「住民主導型」と「行政主導型」との組織化過程にお
ける対照性を際立たせる固有の特性次元を解明し，類型枠組として提示したことである。この中で，
行政主導型では「スポーツ振興のため」「スポーツ人口を増やすため」など一般的。抽象的な行政課
題の認識が契機となるのに対し，住民主導型では地域スポーツの具体的な問題状況や生活課題である
こと，行政主導型は組織確立自体が目的化してしまうのに対し，住民主導型では地域住民が「組織」
を意味づけ，この意味を軸に住民を巻き込んでいくことなどは，明瞭で妥当な解釈であろう。また，
これらの結果をふまえ，従前のクラブ育成においては，組織形態の整備や資源調達にかかわるテクニ
カルな部分への偏重があったことを批判し，地域独自の問題の認識にかかわる部分（心理的エネルギー
の動員）への関心を喚起するように指摘していることも意義ある主張といえよう。
第三に，スポーツクラブ組織化を自生的な営みとして捉えその現象の説明をするにとどまらず，
｢運動のマネジメント」の視座から運動の意図的促進要因として市町村スポーツ行政職員の行動を取
り上げ，その行動次元と有効性を実証的に明らかにした。スポーツ行政職員の行動を実証的に検討し
た研究は過去に皆無であるのみならず，組織内行動ではなく対外的行動に焦点を当てたものは他分野
でも蓄積が乏しいという研究状況に鑑みれば，関連分野における先駆的業績として評価できる。また，
クラブ組織化過程における問題認知から問題共有および問題共有から変革意図への局面移行は，討議
設定。討議活性化次元の職員行動によって促進されること，しかし一方で，その他の局面では職員行
動の効果が認められないことを明らかにした。このことは，過剰支援による行政依存の助長を実証し
たものとみることもでき，行政職員行動の適時性を示す貴重な根拠となる。現在「総合型地域スポー
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ツクラブ」への社会的期待が高まりつつある折りから，大変時宜に適った研究結果と見なせる。
第四に，クラブ組織の状況諸特性が，組織化プロセスの中で創り出されることを明らかにしたこと
である。組織化過程に社会運動としての特質が含まれる程度を運動性という独自のタームで表現し，
その水準が行政依存性や組織活性化に影響することを検証した。通常，組織研究において管理者やリー
ダー行動を問題にする場合，状況特性は所与条件として捉えられるが，本論文のように，組織形成段
階を取り扱う場合には，状況特性そのものが組織化過程で創造されるという見地は重要であり，〈状
況創出仮説〉が概ね支持されたことは，組織化過程を通じて成立したクラブ組織の運営形態や性格が
組織化過程に規定されることを示唆するものである。このことは，行政主導から住民主導への段階的
な移行論が行政現場においては支配的であるが，この基本姿勢の再考を迫るものである。
尚，上記第三，第四の成果は，現在スポーツクラブの組織化を手がけている全国13市町村のクラブ
組織メンバーを対象としたサーベイデータから導かれたものである。
スポーツの個人的機能のみならず社会的機能をも重要視し，住民自身の秩序形成に着眼してその段
階性を明示するとともに，これを側面から支援するスポーツ行政の役割を時間経過に即して検討した
本論文の試みは，住民スポーツ組織の形成にかかわる実践的要請にも一定の回答を示した点で評価さ
れる。また，スポーツに限らず地域活動の組織化が求められる幅広い分野において，公民協働システ
ムの構築をめぐる今後の在り方に有効な示唆を与える内容を有している。
他方，本論文では行政一往民間の関係だけに焦点を当てているが，クラブ組織化の支援母体は何も
スポーツ行政に限定されるものではなく，包括的な支援システム全体枠を構想する中で行政の位置づ
けを吟味することが必要であろう。また，住民組織の形成に行政が関与すること自体の理論的検討も
十分とはいえない。さらに，行政職員の行動については定量的分析によっているが，地域特性に基づ
いたクラブ組織の個別性。特殊性を描写するには至っていない。これらは，今後の研究上の課題とい
えよう。
すでに作野には本研究科の「社会環境研究」を含む４編の研究論文があり，このほかにも日本体育
学会誌「体育学研究」（レフェリーつき）にも論文掲載が決定している。また全国学会における口頭
発表も10件を数える。
以上により，本研究科の学位申請論文として充分に高い評価が可能であり，審査員一致で「合格」
と判定することをここに報告する。
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